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第１８回「四国の鉄道を考える国会議員連絡会」
３年ぶりの開催！ＪＲ四国の現状と課題について意見交換！

ＪＲ四国労組は、１１月１７日（木）に衆議院第一議員会館内会議室において、
第１８回「四国の鉄道を考える国会議員連絡会」を開催した。３年ぶりの開催とな
った本連絡会には、小川淳也議員、玉木雄一郎議員、仁木博文議員をはじめ、ＪＲ
四国から西牧世博代表取締役社長、四之宮和幸代表取締役専務総合企画本部長、Ｊ
Ｒ連合から政所大祐事務局長、森安祐貴産業政策局長、ＪＲ四国労組より大谷執行
委員長ら総勢１５名が出席した。

冒頭、事務局長に玉木雄一郎議員を、会長に小川淳也議員を選出。小川会長から
「コロナ禍の痛みもあるが、ＪＲ四国の課題は構造問題に起因しており、抜本的対
策の必要性は理解している。労使双方の取り組みをお預かりし、力を合わせて取り
組んでいく」と挨拶を受けた後、ＪＲ四国労組大谷執行委員長が「コロナ禍でＪＲ
産業は大きな打撃を受けた。現在はコロナ前の７割に満たないものの回復の動きを
見せており、明るい光が見えてきた。再度の感染者数拡大の影響も危惧するが、今
後も四国の公共交通を守るため、労使ともに安全第一で取り組んでいく。政策課題
の解決に向けて、ぜひ先生方のお力添えをお願いしたい」と述べ、ＪＲ連合政所事
務局長が「コロナ禍で構造的な課題が顕著に表れている。民の力だけでは成り立た
ない部分についてメスを入れていく必要があり、先生方のお力添えをお願いしたい」
と続いた。ＪＲ四国西牧社長からは「第２四半期決算は単体では赤字、連結では黒
字を確保した。全国旅行支援の開始等もあって収入も底を打ったと感じているが、
ホテルは好調でも鉄道とバスは回復の勢いが弱い。第８波が到来しなくとも、物価
高騰の影響もあり、事業計画の達成は厳しい状況にある。掲げた長期ビジョンはコ
ロナ禍の影響を加味していないものだが、申請中の運賃改定の実施や講じられてい
る支援を活用し、経営自立に向けて取り組んでいく」と挨拶した。

その後、ＪＲ連合の取り組
み、ＪＲ四国の現況と経営課題
について説明がなされたのち、
「コロナ禍の影響」「運賃改
定」「収支が極端に悪化してい
る線区に係る国や自治体との協
議」「通学にまつわる課題」
「非鉄道事業の展望」に関して
意見交換を行った。

       以上
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